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沖縄県立芸術大学

ハラスメント防止・対策委員会

ハラスメントのないキャンパスにするために



沖縄県立芸術大学は、職員等、学生及びその他関係者が、個々の人格と人権が尊重され、

それぞれの能力が最大限に発揮される教育、研究、就学及び就労の環境を作り維持していくた

めに、ハラスメントに対し断固たる態度でこれを排除し、防止することを宣言します。

本学はその責務と義務を達成するために、ハラスメント防止と排除のための措置及びハラスメ

ン トに起因する問題が生じた場合に適切に対処するための措置についてガイドラインを定めま

す。このガイドラインを広く周知させ、これが守られるよう努めるとともに、安心してハラスメント

に関する相談をすることができる環境を作ります。そして、相談者及び関連する人のプライバ

シーを尊重し、秘密を厳守し、真相の解明・被害回復・再発防止等の適切な措置を迅速に取る

よう全学で取り組んでまいります。

ハラスメントとは、個人の尊厳を不当に傷つけ、精神的・身体的損害を与える社会的に許されない行

為の総称です。

大学におけるハラスメントとは、教育、研究、就学及び就労において力関係を利用し、相手の意に反

する言動を行い、相手に不利益や不快感を与えること、また、就学及び就労環境を著しく阻害すること

をいい、その種類として､以下の行為が挙げられます。

≪セクシャル・ハラスメント≫
相手の意思に反して、不適切で不当な性的言動を行い、不利益や不快感を与えること。

［例］ ・卑猥な冗談を言う。 ・「女のくせに／男のくせに」など性によって差別する。

・身体を眺めたり、触ったりする。 ・性的な噂を流したり、からかいの対象にする。

≪アカデミック・ハラスメント≫
教育及び研究の場における立場の強さを濫用し、妨害や嫌がらせを行い、不利益与えること。

［ 例 ］ ・学生に必要な研究指導をしない。 ・正当な理由もなく叱責、罵倒する。

・教員の個人研究の手伝いや私的な用務を学生等に強要する。 ・不公平な成績評価をす

≪パワー・ハラスメント≫
優越的な立場を利用し、不適切で不当な言動を行うことにより、不利益与えること。

［例］ ・上級生が下級生に、上司が部下に対し、不当な仕事を強要する。

・仕事（研究）に必要な情報を意図的に与えない。

≪その他のハラスメント≫
上記３つのハラスメントには該当しない場合でも、相手の意に反する不適切かつ不当な言動に

より相手に不利益や不快感を与える行為はハラスメントとなります。

ハラスメントは、単に不快なだけではなく、相手に対し深い心の傷や身体的な苦痛を与えるものです。

また、行為を行った者にとっても、その後の人生に大きな禍根を残すことになります。

※ お互いの人格を尊重し、対等であるという意識を持ちましょう。

※ 意図的な嫌がらせ・無意識に相手に不快感を与える行為もハラスメントになり得ます。

ハラスメントをなくすには・・・・

ハラスメントとは・・・・
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ハラスメント相談員（相談室）

①注意喚起のための相手方への通知

ハラスメント行為について注意を喚起するため、大学から相手方に通知を行います。

②調整

大学が相談者と相手方双方の主張を公平な立場で調整し、問題解決を図ります。

③被害救済

大学が事実調査を行い、被害救済（行為者の処分・被害者の就業等の環境改善等）を図ります。

○相談のみ

①注意喚起のための相手方への通知の申出

②調整の申立

③被害救済の申立

事案ごとに調査

♪♪ 問題の解決方法 ♪♪



【 ハラスメント相談窓口】

●相談を希望されるときは、【ハラスメント相談員】へ電話やメールで申し込みをお願いします。

●ハラスメント相談員の連絡先は、学内に設置してあるハラスメントのパンフレット及びUNIVERSAL

PASSPORT（UNIPA）に載せているパンフレットに掲載しています。（迷惑メール防止のためホームページ

上では掲載していません。）

相談窓口

★ハラスメントを受けた、あるいは、友人がハラスメントを受けていることを知ったとき、自力での解決が難しいと

感じたら、ハラスメント相談員に相談しましょう。

★ハラスメントかどうかわからなくても、また些細なことでも気軽に相談しましょう。

★相談者のプライバシーは必ず守られます。安心して相談してください。

★相談することが、状況の改善の第一歩になります。

★問題が解決したときは、相談者にお知らせします。

※ハラスメントに関するお問い合わせは下記でも受け付けております。

ハラスメント防止・対策委員会 Mail：harasu＠okigei.ac.jp

【 健康相談・応急処置】

●保健業務専門員

≪場所≫

■首里当蔵キャンパス 福利厚生棟１階

保健室： Tel：882-5005

■首里崎山キャンパス デザイン/中央棟1階

保健室： Tel：988-8146

ハラスメントで困っていたら・・・・
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【カウンセリング】

●臨床心理士 （ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ）

≪場所≫

■首里当蔵キャンパス 福利厚生棟１階

学生相談室

■首里崎山キャンパス デザイン/中央棟1階

カウンセリングルーム

【投書箱】

相談窓口以外での申し立てや要望・意見等については、以下をご利用ください。

≪設置場所≫ 首里当蔵キャンパス管理棟事務室前、図書館受付前

首里崎山キャンパス事務室前、附属研究所事務室前

その他学生生活等に関する相談

※予約制となっています。保健室にお電話にてご確認ください。


